
 

第
四
十
九
回
卒
業
式
を
終
え
て 

三
月
十
八
日
（
火
）、

在
校
生
の
心
の
こ
も

っ
た
準
備
に
よ
り
、
第

四
十
九
回
卒
業
式
が

盛
大
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
冬
に
逆
戻
り

し
た
か
の
よ
う
な
寒

さ
の
中
、
九
十
八
名
の

卒
業
生
全
員
が
揃
い
、

静
け
さ
の
中
に
も
温

か
さ
を
感
じ
る
素
晴

ら
し
い
卒
業
式
と
な

り
ま
し
た
。 

響
か
せ
よ
う 

響

き
合
お
う
」
を
合
言
葉

に
、
学
校
の
「
顔
」
と
し
て
立
派
に
役
割
を
果
た

し
て
く
れ
た
六
年
生
。
彼
ら
の
「
優
し
さ
」
と
「
熱

意
」
は
、
東
っ
子
み
ん
な
の
心
に
深
く
響
き
、
大

き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

私
自
身
、
六
年
生
が
一
年
生
と
優
し
く
関
わ

る
姿
を
見
る
の
が
大
好
き
で
し
た
。
手
を
つ
な

い
で
仲
良
く
登
校
す
る
姿
、
笑
顔
で
優
し
く
話

し
か
け
る
姿
。
そ
の
ど
れ
も
が
優
し
さ
に
溢
れ
、

本
当
に
素
敵
で
し
た
。
ま
た
、
運
動
会
の
応
援
団

結
団
式
で
見
せ
て
く
れ
た
「
熱
意
」
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
六
年
生
の
力
強
い
声
が
校
庭
に
響
き

渡
り
、
学
校
全
体
が
一
つ
に
な
っ
た
あ
の
瞬
間
、

胸
の
奥
か
ら
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
、
こ
の
子

た
ち
な
ら
き
っ
と
学
校
を
さ
ら
に
よ
い
学
校
に

し
て
く
れ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
運
動
会
や
は

こ
べ
ら
祭
り
、
そ
し
て
日
々
の
授
業
に
お
い
て

も
、
六
年
生
は
常
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
期
待
通
り
、「
声
の
響
く
学

校
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
築
い
て
く
れ

ま
し
た
。 

卒
業
生
に
、「
自
分
の
未
来
は
自
分
自
身
の
心

の
中
に
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。 

  

 
 

こ
れ
か
ら
卒
業
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
大
き
な
夢
に
向
か
っ
て

羽
ば
た
く
人
も
い
れ
ば
、
目
の
前
の
小
さ
な
目

標
に
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
進
む
人
も
い
る
で
し

ょ
う
。
ど
ち
ら
の
道
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、
大
切

な
の
は
自
分
自
身
を
信
じ
る
こ
と
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
、
決
し
て
平
坦
な
道
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
将
来
の
夢
」
を
単

な
る
夢
で
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
の
か
、
そ
れ
と

も
目
標
に
変
え
て
努
力
し
、
実
現
さ
せ
る
の
か
。

そ
れ
を
決
め
る
の
は
、
他
の
誰
で
も
な
く
、
自
分

自
身
で
す
。 

卒
業
生
た
ち
が
自
ら
の
手
で
未
来
を
切
り
開

き
、
夢
を
実
現
し
て
く
れ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
、

卒
業
生
九
十
八
名
一
人
一
人
の
未
来
が
幸
多
き

も
の
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
ま

す
。 

卒
業
証
書
の
前
で
パ
チ
リ
！ 

時
津
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
卒
業
証

書
パ
ネ
ル
」
を
購
入
し
、

卒
業
式
当
日
に
準
備
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
多
く
の
卒
業
生
が

パ
ネ
ル
の
前
で
記
念
撮

影
を
し
て
い
ま
し
た
。

思
い
出
に
残
る
一
枚
に

な
っ
た
よ
う
で
す 

 東
っ
子 

み
ん
な
は
な
ま
る
！ 

本
日
、
令
和
六
年
度
の
修
了
式
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
東
小
学
校
が
目
標
と
す
る
「
声

が
響
く
学
校
」
に
大
き
く
近
づ
き
、
さ
ら
に
一
歩

前
進
で
き
た
年
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

授
業
中
、
子
ど
も
た
ち
の
発
表
や
反
応
の
声

が
以
前
に
も
増
し
て
響
き
渡
る
よ
う
に
な
り
ま 

 

し
た
。「
あ
い
さ
つ
」
や
「
歌
声
」
も
、
一
段
と
力

強
く
、
学
校
全
体
に
活
気
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
と
と

も
に
、
学
力
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
、
保
護
者
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き

取
り
組
ん
だ
「
は
き
も
の
並
べ
」
も
、
一
年
間
の

継
続
的
な
取
組
を
通
し
て
、
目
に
見
え
る
成
果
が

現
れ
て
き
ま
し
た
。
家
庭
と
学
校
が
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
連
携
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
、
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
日
々
の
積
み
重
ね
が
不
可
欠
で
す
。

東
小
学
校
は
こ
れ
か
ら
も
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
歩

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

離
任
式 

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
左
記
の
と
お
り
、
本

校
職
員
も
退
職
・
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
津
東
小
学
校
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
誠
心
誠

意
尽
く
し
て
く
れ
た
職
員
ば
か
り
で
す
。
別
れ
は

つ
ら
く
、
寂
し
い
で
す
が
、
異
動
す
る
職
員
の
新
し

い
学
校
で
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
り
ま
す
。 

【
異
動
及
び
退
職
す
る
職
員
】 
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「叱らないが子どもを苦しめる」（薮下遊・高坂康雅著、筑摩書房、2024）か

らの紹介シリーズ、今回は「叱る」時のマナーについてです。これは保護者だけ

でなく、教師など子どもに関わる全ての大人が意識してほしいことで、4 つ挙げ

られています。 

 一つ目は、「10 分を超えない」ことです。これ以上長くなると、子どもは何に

ついて叱られているのか、何の話だったかとの意識は薄れ、叱責されたことにし

か意識が向かないようです。これは叱る側の大人も「結局あなたは○○なんだよね。」「この間も

～だったよね。」など決めつけてしまったり、論点がずれてしまったりすることがあるので気を

付けたいところです。「短く、端的に伝える」意識が大切なようです。 

 二つ目は、「人格を否定しない」ことです。一つ目のマナーのように話が長くなったり、問題

となる行動が度重なったりすると、してしまったこと（問題行動）より、してしまった本人（人

格）を否定することになりかねません。「罪を憎んで人を憎まず」の心がけではないでしょうか。 

 三つ目は、「他の子と比べない」ことです。家庭ならば兄弟や姉妹と、学校ならば他の子と比

べた発言をしてしまいがちです。「○○ちゃん（兄弟・姉妹・他の子）はできとるとにね～」では

なく「あなたはここをがんばるといいね。」または「□□（できていること）はできたので△△

（課題）もできるはず！」との声掛けです。 

 四つ目は、「子どもといえどもすぐには変わらない、思い通りにはならない」との認識を持つ

ことです。大人でも、しないといけないことは分かっていてもなかなか実行には移せない、定着

できないことは多数あります（ダイエットそしてリバウンド、家の片づけ・掃除など）。この認

識を持ちながらも、前号にあるように、結果は二の次に考え、子どもの不穏行動と関わり続ける

ことが大切とのことです。そしてこの大人の態度こそが、うまくいかない、思い通りにならない

ことへの関わり方の手本と成り得るとのことです。 

 繰り返しになりますが、私たち大人が目指すべきは「本人の自立」です。本人の今だけを見る

のではなく、10 年後 15 年後に自立ができているよう、時には心を鬼にすることも必要だと考

えます。したくない、帰りたいなどと、涙ながらに訴えてくる子どもには、「『じゃあしなくてい

いよ』と言ってあげることではなく、『しないといけないことはがんばれ（≠良い結果を出す）』

と言ってあげることが本当の優しさだと思うよ。自分のためにがんばれ！」と私は励ましています。  

 最後に宿題についても記述があったので紹介します。宿題は、学習内容を定

着させる上で大切ですが、それだけでなく「社会からの要請にはある程度は応

えていく」とのマインド（意識）を身に付ける上でも大切とのことです。子ども

を社会化させていく上で大切とのことです。これを読んで、「宿題は先生とあな

たの約束です！」と子どもの頃担任の先生に言われて、「そんな約束はしていな

いのに…。」と思ったことを思い出します（口には出していません）。でも今なら

小学生の自分に、担任だった先生と同じことを言うだろうなと思います。 

保護者の方におかれましては、今後も何か悩み等ありましたら学校にもご相談ください。一緒

に考えていきたいと考えています。１年間御一読いただきありがとうございました。 

 

 

 

～特別支援教育が特別ではなくなる日を目指して～ 

令和７年３月２４日 

時津町立時津東小学校 

特別支援教育コーディネーター 

文責 若杉 聡  

第 10号 


